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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状をなし、外周面にねじ部が設けられた外筒部を有する継手本体と、
　前記継手本体に設けられ、接続管の内周面に嵌入される内筒部と、
　前記接続管に外嵌された状態で継手本体に係合される割リングと、
　前記接続管に遊嵌された状態で外筒部に設けられた前記ねじ部と螺合され、前記継手本
体と共働して、前記割リングを継手奥側へ押し込みつつ縮径させる締付け部材と、
　前記内筒部の外周面に設けられ、割リングが縮径した際に接続管内周面に食い込む環状
突起部と、
　前記内筒部の外周面に設けられたシール部材嵌着溝と、
　前記シール部材嵌着溝に嵌着されたシール部材と、
　を有する管継手であって、
　前記割リングは内周面に３本の突条が周設され、当該割リングが縮径した際には、当該
３本の突条のうち、軸線方向の中央に位置する突条が、前記接続管の外周面に対して前記
シール部材嵌着溝に径方向で重なる位置で食い込むとともに、残りの２本の突条が、当該
食い込み位置に対して軸線方向の前方及び後方でかつ、前記シール部材嵌着溝に径方向で
重ならない位置で、前記接続管の外周面に対して食い込む
　ことを特徴とする管継手。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、架橋ポリエチレン管等の合成樹脂管の接続に用いるための管継手に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、合成樹脂管を接続するための管継手として種々のものが知られている。一般にこ
の種の管継手として、特許文献１に記載の接続用金具が知られている。図５に示すように
、前記接続用金具１００は、内筒部を有する本体１０１と、本体１０１のテーパ面に係合
するテーパ状の割りリング１０２と、本体１０１のねじ部に螺合される袋状ナット１０３
と、袋状ナット１０３を締め付けた際に袋状ナットと割りリングとの共回りを防止する座
金１０４と、パイプ１０５の端面と継手との間をシールする環状のシールリング１０６を
有している。このような構成の接続用金具１００では、パイプ１０５を袋状ナット１０３
へ挿通した状態で本体１０１の内筒部に外挿させた後、袋状ナット１０３を本体１０１に
対して締め付けることで、割りリング１０２が金具奥側へ押し込まれると共に、本体のテ
ーパ面と係合して内周方向へ縮径し、パイプの抜け出しを防止する。
【０００３】
　また、特許文献２に記載の管継手では、特許文献１に記載の接続用金具の構成に加え、
内筒部の先端部の外周面に周方向に沿う凹部が設けられ、凹部内にはパッキングが装着さ
れることでその漏水防止性能を高めている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－４７６８４号公報
【特許文献２】特開平９－３１０７９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、新規な構造を有した管継手を提供すること。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の管継手は、筒状をなし、外周面にねじ
部が設けられた外筒部を有する継手本体と、前記継手本体に設けられ、接続管の内周面に
嵌入される内筒部と、前記接続管に外嵌された状態で継手本体に係合される割リングと、
前記接続管に遊嵌された状態で外筒部に設けられた前記ねじ部と螺合され、前記継手本体
と共働して、前記割リングを継手奥側へ押し込みつつ縮径させる締付け部材と、前記内筒
部の外周面に設けられ、割リングが縮径した際に接続管内周面に食い込む環状突起部と、
前記内筒部の外周面に設けられたシール部材嵌着溝と、前記シール部材嵌着溝に嵌着され
たシール部材と、を有する管継手であって、前記割リングは内周面に３本の突条が周設さ
れ、当該割リングが縮径した際には、当該３本の突条のうち、軸線方向の中央に位置する
突条が、前記接続管の外周面に対して前記シール部材嵌着溝に径方向で重なる位置で食い
込むとともに、残りの２本の突条が、当該食い込み位置に対して軸線方向の前方及び後方
でかつ、前記シール部材嵌着溝に径方向で重ならない位置で、前記接続管の外周面に対し
て食い込むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、新規な構造を有した管継手が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る管継手の分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る管継手の分解断面図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る管継手の作用を説明する図である。
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【図４】本発明の一実施形態に係る管継手の要部を示す部分拡大断面図である。
【図５】従来例を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、この発明を具体化した一実施例について図１～４に従って説明する。
【００１１】
（最良の実施形態）
　この実施形態の管継手１において、継手本体手前（図２の左）側には樹脂管５０を接続
する樹脂管挿入部１１を有し、継手本体奥（図２の右）側には図示しない熱源機器等へ接
続するための機器接続部１２が形成された、いわゆる、オスアダプタについての例である
。
【００１２】
　図１又は図２に示すように、管継手１は継手本体１０、割リング２０、締付ナット３０
及びシール部材４０で構成されている。
【００１３】
　真鍮製の継手本体１０は、筒状であって、手前側に樹脂管５０が挿入される樹脂管挿入
部１１と、奥側に図示しない熱源機器等へ接続するための機器接続部１２とを有している
。
【００１４】
　樹脂管挿入部１１は、該継手本体１０から延設される外筒部１３と内筒部１４とで構成
され、樹脂管５０が挿入されるようになっている。
【００１５】
　外筒部１３の外周面には、ねじ部１８が設けられると共に、継手本体手前側に位置する
先端部の内周面には第１の傾斜面１９が設けられている。また、ねじ部１８の奥側にはニ
ゲ部５１が設けられ、ニゲ部５１には３箇所の樹脂管挿入状態確認窓５２が設けられてい
る。
【００１６】
　内筒部１４は、その外径が樹脂管５０の内径とほぼ同径とされ、その外周面には２つの
環状突起部が設けられている。環状突起部をそれぞれ、内筒の継手本体手前側に位置する
環状突起部１５ａと、継手本体奥側に位置する環状突起部１５ｂとし、それぞれ継手本体
奥側に向かうにつれ漸次拡径する傘状となっている。
【００１７】
　図３（ａ）及び図４に示すように、環状突起部１５ｂの継手本体手前側から見た直後に
は、シール部材嵌着溝１６が設けられ、リング状のシール部材４０が嵌着される。このシ
ール部材嵌着溝１６の継手本体手前側に位置する壁面１６ａは、傘状の環状突起部１５ｂ
の継手本体奥側の端面と同一面であり、また、継手本体の奥側に位置する壁面１６ｂと内
筒部１４の外周面とが交差する部分には、面取り角度α＝４５°の面取り部１７が設けら
れる。
【００１８】
　この、面取り部１７の寸法Ｘ（ｍｍ）は、下式で算出される範囲の寸法で設けられてい
る。
　０．５（ｍｍ）＜Ｘ＜Ａ／２（ｍｍ）
【００１９】
　ここで言うＡの寸法は、非嵌着時のシール部材４０の線径（太さ）ではなく、シール部
材４０をシール部材嵌着溝１６に嵌着した時のシール部材４０の太さである。Ａ寸法は通
常、図４に示すように、シール部材嵌着溝の底面部から、シール部材がシールをする相手
物の内径までの高さ寸法とするのが一般的である。
【００２０】
　割リング２０は、円環状の一部が切りかかれたＣリング形状をなし、その両側面にテー
パ部２１、２２を有すると共に、その内周面には３本の断面半円状の突条２３が周設され
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ている。
【００２１】
　締付ナット３０は、樹脂管５０が挿通する樹脂管挿通孔３３が設けられ、割リング２０
のテーパ部２２に係合する第２の傾斜面３１を有すると共に、内周面にはねじ部３２を有
している。
【００２２】
　シール部材４０は、断面円形のリング状をなし、主にＥＰＤＭ（エチレンプロピレンゴ
ム）等で成形され、シール部材嵌着溝１６に嵌着された際には、その外径が、環状突起部
１５ｂの外径と同一又はそれ以下となるようにされている。
【００２３】
　樹脂管５０は架橋ポリエチレン樹脂、ポリブテン樹脂等のオレフィン系樹脂で形成され
る。
【００２４】
　次に、以上のように構成された管継手１についてその作用を説明する。
　さて、図３（ａ）に示すように、管継手１に対し樹脂管５０を接続する際には、管継手
１から分離させた締付ナット３０を樹脂管５０に遊嵌させ、次に割リング２０を樹脂管５
０に外嵌させる。
【００２５】
　次いで、図３（ｂ）に示すように、締付ナット３０と割リング２０とが装着された状態
の樹脂管５０を、その挿入状態を樹脂管挿入状態確認窓５２で確認しつつ、樹脂管挿入部
１１に挿入する。
【００２６】
　そして、割リング２０を、テーパ部２１が継手本体１０の第１の傾斜面１９に係合する
までスライドさせると共に、締付ナット３０のねじ部３２を継手本体１０のねじ部１８に
螺合させる。さらに、締付ナット３０を手等で締付けると、第２の傾斜面３１が割リング
２０のテーパ部２２に係合する。
【００２７】
　続いて、締付ナット３０を、図示しないスパナやレンチ等の工具を用いて締付けること
で継手本体奥側へ螺進させる。この時、割リング２０は両側がテーパ状であり、かつリン
グの一部が切りかかれたＣリング形状とされているため、第１及び第２の傾斜面１９、３
１間で摺動しつつリングが縮径する。また、割リング２０の内周面には突条２３が設けら
れているため、割リング２０が縮径すると共に突条２３が樹脂管５０の外周面に食い込む
。
【００２８】
　その後、さらに締付ナット３０を螺進させると、図３（ｃ）に示すように割リング２０
の端部が、締付ナット３０の樹脂管挿通孔３３と樹脂管５０との間で目視可能となり、こ
の状態になった時点で工具による締め付けを止め、樹脂管５０と管継手１との接続を完了
する。
【００２９】
　以上の実施形態により得られる効果を以下にまとめて記載する。
　（１）この実施形態の管継手１では、シール部材嵌着溝１６の継手本体手前側に位置す
る壁面１６ａは、傘状の環状突起部１５ｂの後端面と同一面とされている。そのため、環
状突起部１５ｂの直後にシール部材嵌着溝１６が設けられることとなる。その結果、内径
が通常のものより小径の樹脂管を接続する場合であっても、該樹脂管は環状突起部で拡径
された直後にシール部材４０上を通過することとなり、樹脂管の端部がシール部材４０に
引っかかり難い。
【００３０】
　また、継手本体の奥側に位置する壁面１６ｂと内筒部１４の外周面とが交差する部分に
は、４５°の面取り部１７が設けられており、該面取り部の寸法Ｘ（ｍｍ）は、｛０．５
（ｍｍ）＜Ｘ＜Ａ／２（ｍｍ）｝の条件を満たす範囲で設けられている。そのため、たと
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え樹脂管５０の端部がシール部材４０に引っかかり、シール部材４０が継手奥方に押し込
まれた場合であっても、シール部材４０がシール部材嵌着溝１６からはみ出し難くなって
いる。
【００３１】
　（２）外筒部１３の外周面には、ねじ部１８の奥側にニゲ部５１が設けられ、ニゲ部５
１には３箇所の樹脂管挿入状態確認窓５２が設けられている。そのため、樹脂管５０を樹
脂管挿入部１１へ挿入した際に、確実に奥まで挿入されているか否かを目視で確認可能と
なっている。また、樹脂管挿入状態確認窓５２がニゲ部５１に設けられているため、樹脂
管と管継手の接続が完了した後でも、適切に接続がなされていることを確認できる。
【００３２】
　（３）割リング２０はその両側面にテーパ部２１、２２を有し、継手本体１０及び締付
ナット３０には、割リングの両側面に係合する部分に第１の傾斜面１９及び第２の傾斜面
３１が設けられている。そのため、割リングが縮径する際には軸線方向での移動がほとん
どなく、割リングの縮径に伴って樹脂管５０が更に奥方へ押し込まれるというおそれが少
ない。よって、２層管等の層間が接着された管を用いた場合であっても、無理な奥方への
押し込みが少ないため、層間の接着が破壊され難く、樹脂管と管継手との接続が適切に維
持される。
【００３３】
　（４）樹脂管と管継手との接続の際、締付ナット３０を締めこんでいくと、割リング２
０の端部が、締付ナット３０の樹脂管挿通孔３３と樹脂管５０との間で目視可能となる。
そのため、十分な締付けを行ったことが目視で判断できる。これにより、必要以上の締付
けを抑制することが可能であり、締付けすぎによる不具合、例えば、締付ナットが応力時
期割れ等により破壊されることを適切に予防できる。
【００３４】
　なお、実施形態は、次のように具体化して実施することも可能である。
　・継手本体１０の材質は真鍮製に限られるものではなく、用途に応じて、青銅、合成樹
脂等種々の材質を選択できるものである。
　・内筒部１４は、継手本体１０から延設されるばかりでなく、継手本体１０に螺合や接
着、融着等によって設けられてもよく、最終的に一体的になっていればよい。
【００３５】
　・内筒部１４に設けられた環状突起部１５ａ、１５ｂは、１つ又は２つより多く設けら
れてもよく、樹脂管５０内へ挿入する際の挿入抵抗と、樹脂管５０を接続した後の抜けに
くさを考慮して、設計者が適宜に選択するものである。
　・シール部材嵌着溝１６が設けられる場所は、環状突起部１５ｂの直後が好ましいが、
環状突起部１５ａの直後に設けても良い。また、環状突起部を複数箇所設けた場合には、
いずれかの環状突起部の直後に設けることが好ましい。
【００３６】
　・実施例では、割リング２０の内周面には断面半円状の突条２３が周設されるとしたが
、これに限られるものではなく、断面を三角形状としたものものでもよい。また、これら
の突条を軸線方向に螺旋状に設けてもよいし、突条に代えてローレット加工等を設けても
よく、割リングの内周面と樹脂管の外周面との滑動が抑制されるものであればよい。
　・樹脂管５０については、耐圧性、耐熱性及び伸縮性を有する架橋ポリエチレン管が好
ましいが、酸素透過防止機能が付加された架橋ポリエチレン管や、通常のポリエチレン管
、ポリブテン管等であってもよい。また、ゴムホースや柔らかな金属管、例えば、銅管等
を用いることもできる。
【００３７】
　・面取り部１７の面取り角度αについては、寸法Ｘが保たれていれば４５°でなくとも
よく、３０°や６０°等であっても良い。この面取り角度が大きいほど接続管が入り込み
やすく、接続の強度を高めることができる。
　・シール部材４０は、管継手中を流れる流体に合わせて適宜変更することができる。例
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えば、高温の蒸気や薬品が流れる場合にはＦＫＭ（フッ素樹脂）が好ましい。
【００３８】
　・実施例ではオスアダプタの例について説明したが、これに限られるものではなく、機
器接続部１２がメスねじになっているメスアダプタであっても良い。また、両側に樹脂管
挿入部１１が設けられるソケット形状であっても良いし、樹脂管挿入部を３方、４方とし
た、チーズソケット形状や、クロスソケット形状としても良い。
【符号の説明】
【００３９】
１　管継手
１０　継手本体
１３　外筒部
１４　内筒部
１５ａ、１５ｂ　環状突起部
１６　シール部材嵌着溝
１８　ねじ部
２０　割リング
２３　突条
４０　シール部材
５０　樹脂管

【図１】 【図２】
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【図５】
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